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〈戦争の神話化〉〈戦争の記憶〉
一ドイツ少女の第一次世界大戦日記を手がかりに
三　宅 よM
要旨　〈歴史の神話化〉は，歴史的現実のある側面を強調・誇張し，他の側面を忘却・
無視することによって成立する。第一次世界大戦からワイマル共和国を経てナチス第三
帝国にいたるドイツは，〈戦争の神話化〉に満ち満ちていた。「1914年の精神」ないし
「8月の体験」に始まって，タンネンベルク，ランゲマルク，ヴェルダンの諸戦闘神話，
ヒンデンブルク崇拝，そして「背後からの一突き伝説」まで，第一次世界大戦と関わる
神話は，多くの人々の心をとらえ，「集合的記憶」を形成した。とりわけ「背後からの
一突き伝説」は，いわば「パブリック・メモリー」（公共の記憶）ともなった「戦争責
任の欺隔」の神話とも合して，ワイマル共和国の崩壊に大きな役割を演じた。〈集合的
記憶〉となった〈戦争の記憶〉としての神話は，相互に複合しつつ，いわば〈神話複
合〉として，いっそう大きな歴史形成力を発揮したのである。
　他方，ワイマル時代，「背後からの一突き伝説」に抗して，その神話性を明らかにし，
これを解体・脱構築しようとする試みもなされた。その中で，一水兵シュトゥンプフの
大戦日記は，そこに刻み込まれた一個人のく戦争の記憶〉の，生々しい現場性。臨場感
によって，底深い影響を与えた。
　本論文では，こうした〈戦争の神話化〉〈戦争の記憶〉の問題について，ドイツ人一
少女エルフリーデ・クーア（1902～1989）の大戦日記を手がかりとしながら，当時の図
像の検討も含あ，具体的な考察を行った。その中で，上記諸神話とともに，国内の社会
的対立に根ざした「国内の敵」また「中間層」の神話にも注目した。そして，戦争の神
話化による〈歪曲と忘却に抗する〉戦時日記の意義とともに，〈人間の可能性の記憶〉
ともいうべきその意義について若干の指摘を行った。
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はじめに
　〈歴史の神話化〉は，歴史的現実のある側面を強調・誇張し，他の側面を忘却・無視するこ
とによって成立する。その有名な例は，いわゆる建国神話，あるいは革命・改革の神話である
が，〈戦争の神話化〉も，その重要な一部を形成しているということができよう。
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　第一次世界大戦からワイマル共和国，そして第三帝国にかけての時代のドイツは，戦争の神
話化，戦争神話に満ち満ちていた。その一つ，いわゆる「背後からの一突き伝説（DolchstoB－
legende）」（「ヒ首伝説」，「背後からの一撃説」，「背後からの一突き神話」，「短剣刺殺伝説」
などの訳がある）とは，周知のように，ドイツ軍は戦場では負けていなかったが，銃後の裏切
り，とりわけ社会主義者やユダヤ人による革命によって背後から襲われ崩壊したというもので
あり，その神話性はすでに明らかにされてきている。しかし，コルプが『ワイマル共和国史』
の中で指摘しているように，この「背後からの一突き伝説〔短剣刺殺伝説〕」はまさに「背後
からの一突き〔短剣刺殺〕」そのものであったω。すなわち，新国家ワイマル共和国をヒ首・
短剣による背後からの一突きで刺し殺したといわれるほどの，きわめて大きな影響力，「歴史
形成力」を発揮したのであった。
　「背後からの一突き伝説」のこうした歴史形成力を大きく支えていたのは，「戦争責任の欺購
（KriegsschuldlUge）」という，もう一つの神話であった。この神話は，ドイツに戦争責任あ
りという考えにもとつくヴェルサイユ条約の屈辱と厳しい負担に憤る，多くのドイツ人のいわ
ば「パブリック・メモリー」ともなったものであった。しかし，石田勇治「戦争責任問題とヴァ
イマル外交」が明快に論じているように，この神話の広がりには，ドイツ外務省が歴史学者や
ジャーナリズムを動員して世論をリードしたことが大きく与かっていたことも銘記さるべきで
あろう②。そしてこの，第一次世界大戦においてドイツは防衛戦争を戦ったのであり，開戦に
特別の責任を負うものではないという考えは，第二次世界大戦後もなお根強く残り，ようやく
1960年代のフィッシャー論争を通して，その解体・脱構築が進んだのであった（3）。
　これら二つの神話の関係については，ベルンシュタインが，1924年7月，カウツキーに宛
てた手紙の中で行った次の指摘がきわめて示唆的である。「帝制〔ドイツ〕だけに戦争責任が
あるわけではないというテーゼは，ご都合主義の弁証法で「全く責任がない」へと変えられ，
そこからは容易に大衆は，帝制は不当にも顛覆されたのであり，ドイツが苦しんでいるあらゆ
る害悪の責任は「ユダヤ人共和国」とその履行政策にあるのだ，と納得させられてしまうので
す」④。そして，この「戦争責任の欺隔」の神話を大きく心情的・精神的に支えていた神話
こそ，ドイツの第一次世界大戦神話の最大の神話ともいうべき「1914年の精神（Geist　von
l914）」，「8月の体験（Augusterlebnis）」の神話であった。歴史における神話は，いくつか
の神話が複合するいわば〈神話複合〉となることによって，いっそう大きな歴史形成力を発揮
するのである。
　「1914年の精神」の神話は，それ自体，「防衛戦争」「城内平和」「国民の一致団結」「戦争熱」
「志願兵」など，相互に関わりあう諸神話の複合した「神話複合」であった。この神話の解体・
脱構築の試みは，近年，精力的に進められてきている。わが国では，木村靖二「公共圏の変容
と転換」が，開戦前後の愛国的デモについて，その階層的・地域的限定性から，これを「国民
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の結集・一体感の具現化」とする「八月の高揚（八月の体験）」神話の崩壊を指摘するととも
に，当時くりひろげられた「スパイ狩り」「外国語追放」ともども，その「暴力的・反支配秩
序的性格と高度の自律性」，「カーニヴァル的大衆行動」性に注目し，これを帝制的公共圏から
新しい公共圏への転換の画期としてとらえている（5）。鋭い問題提起ということができよう。こ
の公共圏論に関しては，垂水節子「二十世紀初頭ドイツの労働者文化とジェンダー」が，それ
を受けてさらに，大戦下の食糧暴動やストライキに注目して「対抗公共圏」という視点を提起
していることが注目される（6）。ただし，愛国的デモが開戦時を越えて現実にどの程度戦時に見
られたのか，また，「対抗的公共圏」とされる側にも，「我々ドイツ人」「国民（Volk）」意識
が浸透し反ユダヤ主義的動きまで見られたことなど，さらに考察を深める必要があるように思
われる。そして，「公共圏」にせよ，「対抗公共圏」にせよ，こうした直接的な行動性とともに，
新聞・雑誌やパンフ・講演集など，活字文化が「世論」「対抗世論」の形成に大きく影響を与
えたという一あまりにも自明な一ことに，あらためて注意を喚起したいと思う。そして，
この点では，たとえば大戦前の全ドイツ連盟を中心とする急進右翼の言論活動の，「新しい公
共圏」との連続性如何といった問題の検討が必要とされよう。
　さて，「8月の体験」の神話に立ち戻ると，その重要な核となったのは，「平和のさなかに敵
はわれらに襲いかかる」というカイザーの言葉（8月6日の呼びかけ「ドイツ国民へ！」）に
象徴される，戦争責任論と関わる「防衛戦争」の神話であった。ここで注目されるのは，「8
月の体験」・「戦争熱」神話脱構築の試みの中で，一部の「熱狂」ではなく，広がりをもった
「真剣な決意」が重視され，「国民的防衛戦争のすぐれて真剣な受容という支配的な気運が，労
働者をもまきこむ一体感（GemeinschaftsgefUhl）の展開を可能とした」という指摘がなさ
れてきていることであろう⑦。そのことは，あるいはベックマンの銅版画「宣戦」の再解釈を
も求めるものかもしれない。拙稿「第一次世界大戦の図像学」では，「人々の表情には，深刻
な表情やショックを受けた様子，そして真剣なまなざしが際立っている」としつつ「戦争への
熱狂が表現されていないことが注目される」という指摘にとどまっており，そうした広がりの
中での考察にまではいたっていないからである（8）。
　「8月の体験」「1914年の精神」の神話からは，戦争を支持する市民階級の知識人たちによっ
てさらに「1914年の理念Ideen　von　1914」が展開されていった（9）。そして，戦争の長期化の
中で，「ランゲマルクの戦い」「ヴェルダン・ソンムの戦い」等々をめぐる諸「戦闘神話」
（Schlachtenmythen）（1°）も，精神総動員を志向する戦争指導層と国民との相互関係の中で形
成されていくこととなる。「ヒンデンブルク崇拝」（「ヒンデンブルク神話」）の展開も，その中
のひとこまであった。拙稿「第一次世界大戦とドイツ社会」では，これらさまざまな戦争神話
について，近年の諸研究を踏まえて一応の素描がなされているがω，たとえば「ヴェルダンの
神話」が，大戦末期以降大きく打ち出されていった「ドイツ軍不敗の神話」を通して，「背後
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からの一突き伝説」を深いところで支えるものとなっていたことなど，諸神話相互の関係，
〈神話複合〉の問題はより立ち入って考察される必要があろう。
　ところで，「戦争の神話化」，広くは「歴史の神話化」は，あらためていうまでもなく，「パ
ブリック・メモリー」（公的な記憶）の問題と深く関わっている。「想像の共同体」としての国
民国家は，国民を統合する共通の記憶としてのパブリック・メモリーを求めてきた。そしてそ
れは，一般に「歴史の神話化」に根ざしたものだったのである。なかでも，「戦争の神話」は，
諸「国民」間の戦争，一般兵役義務が広がった近代，とりわけ総力戦の中で，きわめて重要な
パブリック・メモリーの源泉となった。しかし，国内の社会的・政治的な対立が激しい場合，
それは容易にパブリック・メモリーの位置を占めることはできず，相互に対立する複数の「集
合的記憶」の間で，パブリック・メモリーの座をめぐる熾烈な戦いが展開される。「背後から
の一突き伝説」をめぐる戦いはその最も顕著な例であり，ほとんどパブリック・メモリーといっ
てよい位置を早期に獲得した「戦争責任の欺購」の神話とは鋭い対照をなしている。
　「背後からの一突き伝説」が大きな広がりを見せたのは，1919年11月の国会調査委員会に
おける元陸軍参謀総長ヒンデンブルク元帥の証言を通してであったといわれる。ヒンデンブル
クが読み上げた声明の作成には，戦時下帝国蔵相・内相・副宰相をつとめたドイツ国家国民党
の有力者ヘルフェリヒもかんでおり，そこには旧体制側の復権のねらいがこめられていた（12）。
　その後ドイツの「崩壊」・敗戦の原因如何の問題は，国会選挙でも大きな争点となり，1924
年の「エーベルト裁判」，翌年の「背後からの一突き裁判」で激しく争われた。前者は大統領
工一ベルトの死を招いて，ヒンデンブルク大統領登場の重要なきっかけともなった。こうした
中で，1926年1月に開始された国会調査委員会での「海軍の崩壊」をめぐる審議は，キール
軍港の反乱がドイツ革命の口火を切っただけに，鋭い攻防の場とならざるをえなかった。そこ
では，キール反乱に先立つ1917年夏の水兵の運動も激しい論戦の的となり，当時のドイツ大
海艦隊参謀長フォン・トロータ，また，運動の中心人物とされた5名のうち死刑を免れた3名
（ザクセ，ヴェーバー，ベッカース）も証人として登場した。しかし，その中で「後世の歴史
家にとって基礎となるべき記録作品」（歴史家アルトゥーア・ローゼンベルク議員）としてと
りわけ高く評価されたのが，同じく証人として登場した労働者出身のカトリック水兵シュトゥ
ンプフの大戦日記であった㈹。
　シュトゥンプフが調査委員会の「特別専門家」として鑑定・証言することとなったのは，こ
の日記をシュトゥンプフから託された中央党のヨース議員が，一読「びっくり仰天し心を揺さ
ぶられて」，調査委員会でその内容を紹介したことからであった。1926年6月シュトゥンプフ
が口頭で読み上げた鑑定書によれば，彼が開戦時から日記をつけたのは，「大いなる体験の歪
められることのない像を自分と自分の子供たちに与える」ためであったが，8年後の今，頁を
繰ると，自分自身しばしば表現の荒っぽさに驚愕せざるをえなかったという。そして鑑定書は
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次のように結ばれている。
　〔将校と兵の間の〕溝はじっさいいかに深く広かったことか一外からのアジテーショ
ンは必要ではなかった！　わがすばらしい艦隊はじっさい内部の腐敗で崩壊した。〔ドイ
ツという棚の木の〕幹は内側から腐ったので，外からのアジテーションは，これ以上望み
えないほどの地盤を見出したのだ！q4）
　シュトゥンプフの日記は，社会民主党議員ディットマン（戦時は独立社会民主党に所属）に
よって，「艦隊における1917年の出来事は，政治的宣伝にではなく艦内の状態に帰せられるべ
きものである」という自分の主張を裏付けるものとして高く評価され，一部省略の上刊行され
た。それに対して，ヨース議員はその省略のあり方を批判し，結局，その全文が同委員会の調
査報告シリーズの1冊として刊行されたのであった。
　シュトゥンプフは，水兵仲間からは「愛国者」とされ，上官からは「アカ」と目された，そ
の意味では典型的存在とは言い難いきわめてユニークな存在であった。しかし，まさにその振
幅の大きさは，「旧国家とその権力に対する態度が変わっていった」その「一貫性」（シュトゥ
ンプフの鑑定書冒頭部分の指摘）ともども，「背後からの一突き伝説」の解体・脱構築に重要
な手がかりを与え続けてきたように思われる。それは，歴史の神話化によって成立する歴史神
話（ここでは戦争神話）の脱構築，脱神話化にとって，「自分の体験と観察の忠実な像を書き
留めようとする」（同上）日記がもつ大きな意味を示唆するものといえよう。シュトゥンプフ
の第一次世界大戦日記に刻みこまれた「戦争の記憶」は，「背後からの一突き伝説」が「公的
な記憶」の位置を獲得するのを阻止する一翼を担いえたのであった。
　以下，本稿では，第一次世界大戦における「戦争の神話化」と「戦争の記憶」について，エ
ルフリーデ・クーアというドイツの一少女の第一次世界大戦日記を取り上げ，最近の諸研究の
成果や当時の図像をも踏まえながら，いささか考察を加えたいと思う。その中で，日記のもつ，
上記のような〈歪曲と忘却に抗する〉意義とともに，いわば，〈人間の可能性の記憶〉ともい
うべき意義にも注目することとなるはずである。
　具体的な検討にはいる前に，著者について，若干触れておくこととしたい。エルフリーデ・
クーアは，1902年4月25日生まれで，開戦時12歳（当時の愛称はピーテ）。日記の舞台はポー
ゼン州のシュナイデミュールで，人口約2万5，000，鉄道の要衝で第149歩兵連隊の所在地で
ある。祖父工一ドゥアルト・ゴルツは建築業者・市参事会員（1912年死去）。両親は離婚し，
母親マルガレーテ・クーア＝ゴルツはベルリンで音楽学校の経営者兼教師をしているが，子供
たちを預けた母親，つまりエルフリーデの祖母ベルタ・ゴルツのもとをしばしば訪れ，それは
子供たちにとって祭りの日々となった。エルフリーデは女学校の，三つ年上の兄ヴィリ＝グン
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ター（愛称ヴィリまたはギル）はギムナジウムの生徒で，その友人のアンドロフスキとは，エ
ルフリーデも親しかった。第一次大戦後，彼女は古典バレーと表現舞踊を学び，社会批判的な
パントマイム・ダンスで知られることになる。1931～33年，赤色労働組合反対派，赤色救援
会，自由思想同盟会員。1933年，夫の俳優・演出家レオンハルト・シュテッケルとともにチュー
リヒに亡命。1989年3月29日，スイスのアスコーナで死去。詩などの文学作品も残した。
　ここで取り上げるのは，Jo　Mihaly，＿da　g∫わ誌ein　Wiedersehn／Kriegstαgebuch　eines
Mddchens　1914－1918〔『……再会が待っている！　一少女の戦時日記　1914－1918年』〕，
Freiburg／Heidelberg　1982，　MUnchen　1986．ヨー・ミハリはエルフリーデのペンネームの一
つ。題名は，大戦中兵士たちが愛唱したという。lch　hatt’　einen　Kameraden“（替え歌）の一
節から（同書の1914年9月14日の項には，当時の新聞に「もっとも愛され，現在もっとも歌
われている兵士の歌」として紹介された歌詞が書き写されている）（’5）。
　日記を通読した印象では，「日記ではうそをついてはいけない」という，日記を付け始めた
ときの彼女の思いは一貫していたように思われる。それが公表にあたって何らか一文章上な
いし内容上の一編集の手が加えられたか，また，その場合には，それがどの程度，またどの
ような性質のものであったかは，さらに検討されてしかるべきであろう。その意味では，本稿
は中間報告の性格を帯びざるをえないが，私にはこの日記は，第一次世界大戦当時の人々の空
気に光を投げかける数少ない日記の一つとして，きわめて貴重な史料であるように思われる。
　以下，日記の全体を，［1］1914年，［Hコ1915年～1918年初夏，［皿］1918年夏～敗戦の
三つの時期に分け，それぞれの時期に関わる「戦争の神話化」ととりわけ関連する部分を中心
に日記の抜粋（要約を含む）を紹介するとともに，「戦争の神話化」「戦争の記憶」の問題に若
干の検討を加えたいと思う。全く省略した日記については，その日付のみを〔〕で付記した。
［1］1914年
　〔8月1日〕今日からドイツは戦時。お母さんが私に戦争について日記を書くよう勧めた。年をとった
ら面白いわよと。私が5，60歳になったら，奇妙に思われることでしょう。でもそれは正しいの。日記で
はうそをついてはいけないから。
　〔8月2日〕　教会には，数え切れない数の人々がいた。教区監督がドイツの決起，正義の戦いを語った。
私は，自分がやっと12歳で，男でないことに腹が立った。子供は戦争では何の価値もない。兵士になら
なければ。たいていの男は志願している。祖母に「戦争は長く続くの？　勝つ？」と聞くと，「きっとク
リスマスには終るわ。今度の戦争も負けないでしょう。」私は悲しかった。私は戦争の現場にいたい。戦
争がどんなものか知るために。一人の男が通りで声高にいった。「フランスの飛行機がニュルンベルクに
爆弾を投下したというのはうそだ。ベルリンはただフランスにとびかかる理由がほしいだけだ！」その男
は手ひどく叱りとばされ，一人の女は「恥を知りなさい。あなたはドイツ人たるに値しません！」と叫ん
だQ
　〔8月3日〕校長は，講堂で式典を催し，ドイツに忠誠を尽くすこと，神にわが軍の勝利を願うことを
求めた。式の最後を彼は「神とともに国王と祖国のために！」という言葉で締めくくった。わが町の熱狂
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は時々刻々と高まった。人々は群れをなして通りを練り歩き，「セルビア打倒！　ドイツ万歳！」と叫ん
だ。みな，ボタンの穴に黒白赤の小旗をさすか，黒白赤のリボンをつけていた。シュナイデミュールの軍
事裁判所はスパイ3名（ロシア人2名，フランス人1名）に銃殺刑を言い渡した。
　〔8月4日〕連隊が駅へと向かい軍楽隊の演奏に合わせて，兵士たちは「ラインの護り」を歌った。み
なも共に歌い，合間合間に万歳を叫んだ。兵士たちはみな首や胸を花で飾り，銃身にまで花をさしていた。
兵士たちは真剣な面持ち。私は笑ったり歓声を上げたりすると思っていたけど，歓声を上げたのは一人の
少尉〔祖母の集いの仲間シェーン参事官夫人の息子〕だけだった。軍楽隊が「世界に冠たるドイツ」を演
奏したが，兵士たちは落ち着かなくなり，一緒に歌ったのはごくわずかだった。
　〔8月5日〕　祖母はしばしば市長夫人や赤十字〔愛国婦人会〕の婦人幹部たちのところに。彼女自身そ
の一人で，駅の赤十字派出所の監督役に。私もうちから最低百ものコーヒーカップを籠に入れてもってい
くのを手伝った。うちはパン，ソーセージ，菓子，ワイン，ジュース，果物などで百貨店みたい。イギリ
スの対独宣戦にびっくり仰天。祖母いわく「これはカイザーにひどくこたえるわ。わが国はわなにかかっ
たねずみ同然だわ。」町ではこの宣戦で旗は引っ込められた。通りはほとんど静か。二つの新聞社の前に
は人が立って号外を読んでいた。山林監督官風の人が「敵が多ければ多いほど名誉も多い！」と叫ぶと，
別の男が「あんたは馬鹿者だ！」と言い，これに先の男が「あんたのような社会民主主義者はすぐさま前
線送りにすべきだ！」と叫び返して，すんでのところで殴りあいになるところだった。
　〔8月6日〕鉄道の車両は木の葉で飾られている。壁面には「シベリアへ！」「ペテルスブルクへ！」
などと書かれていたが，赤十字の婦人たちが特に気に入ったのは，「おれたちが戦うのは，金や宝石のた
あでなく，カイザーと妻子のため！」だった。「楽しくロシアへ！　日本も助けてくれる！1とあったが，
現実はそこまでは来ていない。二，三日前までは私たちは全世界が私たちの味方をしてくれると思ってい
た。私も一緒にいきたい！子供はいやだ！　〔8月7日〕
　〔8月8日〕　学校でリエージュ陥落（8月6日）の祝典。「世界に冠たるドイツ」を歌う。勝利休校。
帰途，ヴィリ，アンドロフスキと遇う。アンドロフスキが「男だったら兵士になるの？」と聞くので，
「ええ」と答えると，「人を撃てる？」とさらに聞くので，私はしばしば考えていた通りに，「人は撃たな
い。いつも空に向けて撃つ」と答えた。彼は，「それだと多分自分が撃たれることになるよ，即決裁判で，
兵役拒否の廉で」と言い，「何で前線にいこうなどと思うの？」と尋ねたが，私は答えにつまり赤くなっ
た。ヴィリは，「妹は空想家なのさ，問題を’一一vaにあれこれ検討することなどできない相談だよ」と言っ
た。
　〔8月9日〕　お手伝いさんのマリーが台所仕事をしながら，「ロシア軍が東プロイセンで女や子供たち
を殺している」と言った。「きのう今日，難民たちを乗せた列車ばかりが到着したのよ。ロシア兵は一人
の女性を納屋の扉に釘で打ち付けたそうなの。」駅に行き，兵士たちに絵葉書を配ったり，コーヒーカッ
プを洗うのを手伝ったりする。石鹸を持ってくる役をおおせつかり，祖母が赤十字の腕章を巻いてくれる。
検問所をフリーパスで通れて誇らしかった。
　〔8月11日〕　夕方，ラコシュス校長夫人が兵士たちのためのレバーソーセージサンド50個とラズベリー
ジュース3本を持参。彼女の息子のうち，3人は連隊におり，4番目は中国にいてドイツに戻ってこられ
ないと言った。祖母は，「ラコシュスさん，喜びなさいな。少なくともその子だけは安全じゃないの」と
言った。すると彼女は，「どうしてそんなことをおっしゃるの！　それではだあな兵士の母になってしま
うわ！　私たちの若たちがカイザーの軍服を着るのは名誉なことじゃない？」祖母は，「私のは，ハレの
野戦砲兵隊に志願したの」と小声で言った。私は，お母さんのところに駆けていった。私は彼女に抱きつ
きながら言った。「ラコシュスさんが上でおばあちゃんをいじめているの。カイザーの軍服とか言って。
叔父さんは一人息子なのに……」
　〔8月12日〕町で銃声。訪ねてきたグンプレヒト嬢〔小学校教師〕は言った。「ありがたや，また一味
が一人減ったわ。ロシァのスパイよ。」　〔8月13，14，15，17，20，22日〕
　〔8月23日〕3台の荷馬車に負傷兵たち。うあき声。立ち止まった通りの女性たちの中の一人，労働者
のおかみさんが，「私たちのぼうやたちよ！」と叫んで負傷兵を指差した。車は固まった血で一杯だった。
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彼女は私の腕を突然つかむと，力つくで引っ張って叫んだ。「あんたのせいよ，みんなが死ぬのは！　あ
んたたちのせいよ！」私が振り切って走り去ると，うしろから私をののしり，「お偉方の小娘（Herr－
schaftsj6hre）！」と叫びかけた。夜，彼女の言葉のことを思って怒り狂った。長い間，部隊の輸送車両
にもぐり込むことを考えた。一番いいのは，ほかの人たちと一緒に死ぬこと。＊J6hreはJ6reと同じと
考えられるが，これが多分少女をさす言葉であることは，1915年3月11日，8月2日の日記参照。　〔8
月25日〕
　〔8月28日〕一番すごいことが東部戦線で起こった。ヒンデンブルク将軍が3日間の戦闘ののち，ロシ
ア軍を完敗させた。おびただしい数の捕虜。勝利休校に。帰ろうとすると，ジビッラ・レーヴェンタール
が傍で泣き始めたので聞くと，通りで少年がいつも「ユダヤ娘（Judsche）」とうしろから叫びかけてく
るのでこわいとのこと。この時，別の少女が「手伝って」と呼ぶのでいくと，大きな地図を巻きながら私
に，「ビッラと一緒にいかないでしょう？　そうしてはだめなの。みんなユダヤ人がやったことなのだか
ら。ユダヤ人はもうけることだけ考えていて，それで戦争を始めたのよ。そのことは今では誰もが知って
いる。だから，ドイツの乙女たるものは，ユダヤ人と付き合ったり，ユダヤ人のお店〔ちなみに，ジビッ
ラのうちは臓物卸商〕で買い物したりしてはいけないの。最新の新聞報道によると，世界で一番金持ちの
ユダヤ人9人がポーランドで会合を開いて，戦争計画をたくらんだのだって。」私は，「フランツ・フェル
ディナント大公の暗殺の話はみんなうそだったの？　それに一体ジビッラはそれとどんな関係があるのよ」
と言い，怒り狂ってジビッラのところに戻った。彼女は，人間というもののひどさについて，何もしてい
ないユダヤ人を襲って殺したり，家に火をつけて焼いたりしたということを道々話してくれた。うちに帰っ
てヴィリに話すと，「ビッラの言うのは正しい，こうしたユダヤ人迫害は今日でもポーランドやロシアで
起きているんだ」と言った。マリーにしゃべると，彼女が言うには「ユダヤ人がイエスさまを十字架にか
けたのだから！　そんなことが連中に起こっても当然だわ！」私「でも，イエスははっきりとおっしゃっ
　　　　　　　　　おいめたじゃない，「我らに負債ある者を我らの免したる如く，我らの負債をも免し給え」，と。そんなことでは
どこに宗教があるわけ？」イエスが教えたことと逆のことをするのでは，宗教全体は何の役に立つの？
　〔8月30日〕今や，おばあちゃんの集いでもユダヤ人は悪口を言われ，ユダヤ人の店ではもう買わない
とのこと。私にはっきりしたのは，労働者のおかみさんが私のことをユダヤ人の少女だと思ったというこ
と。私がその話をしようとした時，ワイン，果物，パン，ソーセージが一杯の大きな籠が届けられた。そ
れはまさにユダヤ人商人の奥さんが兵士たちに送るものだった。
　〔9月1日〕戦いに勝利した！　号外に，ヒンデンブルク将軍がタンネンベルクでロシア軍を撃破，6
万名以上を捕虜に，逃走するロシア兵はマズーレン地方の湖や沼に駆逐された，と。町では勝利の混雑が
支配。新広場では軍楽隊が軍歌や行進曲を演奏。人々は通りを散歩し，笑い，祝し合い，国歌を歌った。
将校たちの顔は輝いていた。街角でシェーン参事官夫人に遇うと，涙を一杯浮かべていて，「神様，うち
の若を守ってください。あの子はタンネンベルクあたりにいるの」と言った。二歩先で今度はグンプレヒ
ト嬢に遇うと，「何という喜びの知らせ！　ロシア兵はみんな沼にはまったわ！」とのこと。帰ってヴィ
リに「ほんとう？」と聞くと，「ヒンデンブルクの大勝利だもの！」と言うので，「誰も助け出さないの？
溺れ死んじゃうんじゃない？」と聞き返すと，「助け出す？　我方が掩蔽物から出て行けば撃たれちゃう
さ」との答えだった。
　〔9月2日〕　セダン記念日。教会でミサ。私たちの学校の生徒たちは黒白赤のバラ飾りを左胸に付けて
出席。私のは，小さな装身具店を営んでいるエンマ〔・ハーバー〕おばさん〔祖母の姉妹〕が縫い付けて
くれた。おばさんが「地面が揺れている！　ロシア軍はそんなに遠くないわ」と言ったので，私は「でも
ヒンデンブルクがロシア軍を破ったわ1」と誇らかに言った。教会では，牧師が「セダンの戦いよりタン
ネンベルクの戦いの方が偉大だ。捕虜の数も死者の数も多い。神がわが勇敢な兵士たちの背後に立ってそ
の武器に祝福を与えた。無数のロシア兵がマズーレンの沼で命を落とした」と語った。教会の人が兵士の
寡婦や遺児のための献金袋をもって回っている間，私は再び，沼の中に初めは胸，次に肩，頬，口，そし
て全身が沈んでいくロシア兵のことを想像し，「私たちは，こんなにも多くのロシア兵を殺したことで神
を讃え神に感謝すべしというのよね！」と隣の友達ドー一一ラ〔・ヘンシュ〕にささやいた。クラス仲間が私
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たちをにらみつけたので，彼女は何も答えなかった。私は主の祈りを一緒に唱えなかった。「我らに負債
ある者を我らの免したる如く！」と言いたくなかったので。
　〔9月4日〕　シュナイデミュールでは，ますます多くの人が逃げ出している。今日，アレンシュタイン
地方から貨車が到着し，たちまちプラットフォームは嘆き悲しむ難民で一杯に。車内では，誰もが自分を
射殺しようとしている敵だと思い込んでいる女性につかまれたが，彼女は泣き叫び，荒れ狂い，嘆願し，
わきにいる5人の子供も泣き叫んだ。私たちは走り回り，パン・コーヒー・スープを配った。軍用列車，
難民列車，病院列車となった客車……病院列車からは昨夜一人の兵士が飛び出し，赤十字の部屋の前を俳
徊し，街灯の鉄柱に少なくとも10回も頭を打ち付け，大声で叫んだ。「自分は彼らが泣き叫ぶのを聞いた
んだ！」そして自ら大きく口を開けて「あ一一一，あ一一一，あ一一一」と叫んだ。私たちも駆けつけ，
祖母が衛生兵にびっくりして「一体どうしたの？」ときくと，彼は，「狂ったんです。マズーレン地方の
戦闘の現場にいたんです。それで気が変になってしまったんです。そのほかは何もおかしくない」と言っ
た。祖母は彼を何とか落ち着かせ，コーヒーを飲ませた。彼が去った後，私は祖母に言った。「彼らはやっ
ぱり泣き叫んだのよ！　ねえ，彼らは沼で泣き叫んだのよ。兵士はうそをつかない！」
　〔9月7日〕私は，ジビッラ・レーヴェンタールに後ろから「ユダヤの雌豚！」と浴びせかけた少年と
喧嘩した。私が「すぐ取り消しなさい」と言って立ち止まると，彼は「ユダヤ人野郎！」「戦争買い溜め
屋！」と叫び，双方からぶつかり合い，殴り合いから取っ組み合いになった。．〔9月8，9日〕
　〔9月10日〕　フランクティルール〔独仏戦争時の軍服なしで戦う「フランス人義勇兵」に由来する言葉〕
についてのぞっとする話。ロシア兵による残されたドイツ人女性や子供へのひどい話。ベルギーのフラン
クティルールはこれよりよいわけではなく，ただもっとこっそりとするとのこと。これと出会えば射殺す
る。平時には，フランクティルールなどいなかった。戦争が初めて産み落とした。いとしい神さま，人々
が戦争を終わりにしますように！　私はもう戦争がすてきだとは思いません。「休校」とか勝利とかがあっ
ても。〔9月11日〕
　〔9月12日〕私たち東部の者はヒンデンブルクを崇拝している。東部で勝利がかちとられると，人々は
すぐさま「ああ，われらがヒンデンブルク！」と言う。ヒンデンブルク鷹下の軍でない場合でも。　〔9月
13，14，15日〕
　〔9月16日〕昨晩，祖母が泣いているのが聞こえた。それで私も，すべてが悲しくてとても泣いた。若
きシェーン中尉は，私たちの友人の中で最初の戦死者〔タンネンベルクで戦死〕。今朝，お母さんから手
紙が来た。「私のお気に入りの教え子ジークフリート・ダールケがモーブジュ付近で戦死したの！　あな
たがたは私の心痛を想像もできないわ。日記，ありがとう！　勤勉だったわね！　もうほとんど本ほども
あるわ。だけど，あなたはもっと戦争を英雄的に見ないと。そんなに下からではなしに。それでは出来事
の偉大さを見る眼がくもってしまうわ。柔弱な感傷に影響されてはいけません。わたしたちの敵たちは，
わたしたちの土地と名誉とを奪おうとしているのよ。わが男たちは両方を守ってくれている。ジークフリー
ト・ダールケも，英雄の死〔名誉の戦死〕を遂げたの！　そのことを決して忘れないで！」もちろん，私
はそのことを忘れないわ。それに私は兵士たちが名誉の戦死を遂げたから泣いたのではなく，ただ死んで
しまったから泣いたの。息子が死んだら母親は眼を泣きはらすでしょう。名誉の戦死を遂げたからといっ
て彼女は「ありがとう」などとはいえないわ（お母さん，悪く思わないで！）。　〔9月17日〕
　〔9月19日〕　国は全国民から「第一次戦時公債」を要求。みなが戦時公債にお金を出した。それは名誉
の問題だった。学校はいたるところにビラ「諸君の両親・親類・知人に戦時公債に応募するよう勧めたま
え！」祖母は300マル久　ヴィリは50マルク，私も50マル久貯蓄金庫から払った。
　〔9月20日〕　「私のたった一人のいとしいお母さん！　あることで助言してもらいたいの。クラスにジ
ビッラ・レーヴェンタールというユダヤ人の子がいて，そのことは何も罪でもないのに，女の子たちは彼
女に卑劣で，私には耐えられないの。私はビッラといつもお弁当を分け合っていたのだけど，ユダヤ人の
手から食べたりしてはだめ，ユダヤ人は戦争に責任があるんだから，と言うの。でも，彼女はいい子だし，
両親も戦争とは何の関わりもないわ。それに，ユダヤ人が戦争を引き起こし，だから彼らは蔑まれるべき
だというのなら，どうして万歳を叫んだり，戦争は名誉な事柄で，祖国のために戦死することはすばらし
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いなどと言うの？　私はもう，ジビッラのことで女の子たちと大喧嘩をしたり，ビッラを侮辱した少年と
通りで殴り合いをしたりしたわ。この少年とは今日通りで出会ってまた喧嘩になり，彼は教材用地図帳で
私の頭を殴り，私は大きな製図板で彼の頭を打ち返したの。〔こんなことをして〕ほんとうにごめんなさ
い。でも，ビッラのような罪のない人を侮辱したりしていいのか知りたいの。ジビッラのことを「ユダヤ
の雌豚」と呼んだのでその少年にぶつかっていったのは正しいわよね？　〔9月21，22，23日〕
　〔9月25日〕　ヴェルダンをめぐる戦いの死傷者のリストはますます長くなり，部隊の東西間の移動がま
すます頻繁になっている。もう帰休兵はいない。グレーテルとその兄のブリッツなど近所の子供たちと兵
隊ごっこをしている。「誰を少尉にする？」ときくと，みんなが「あんた！」とどなった。自分はみんな
と同じに命令を実行する兵士になりたかったけど，一番年上のプリッツも「ピーテが将校になるべきだ！」
と叫んだので，どうしようもなかった。　〔9月28日〕
　〔10月1日〕ベルリンのお母さんから手紙。万歳！　手紙を書き写す。「あなたはいいことをしたわ！
悪いことに，私はほとんど是認してしまいそう。少なくとも，クラス仲間をばかげたやり方で侮辱される
ままにしなかったことは是認します。だけど，路地の少年の頭を製図板で打つことは，生命に危険なこと
だし，別よ。そもそもあなたはもっと路地と距離をとるようにしないといけないわ。あなたには下に向か
う傾向（Hang　nach　unten）があるので，ひょっとするとそれであなたが傷つくことになるかもしれな
い。もちろん，ユダヤ人に戦争の貴任があるという告発をあなたが退けた点では，あなたの感覚は正しい
わ。もちろん，宗教や人種の違いはあるけれど。私たちは，反ユダヤ人扇動は戦争神経質の所産と思いた
いし，わが民族の健全な本能は，理性への道に立ち戻ると思うわ。ベルリン，このすばらしい町では，ユ
ダヤ人への攻撃性はほとんど見られません。それは多分，一定の国境地帯の都市で起きる，行き過ぎ行為
だと思うわ。」　〔10月2，3，4，6日〕
　〔10月7日〕祖母はやっと夜7時頃，駅での奉仕から帰ってきた。もうほとんど愛の贈り物はなく，赤
十字はすべてを自ら購入しなければならない。市民たちは，「小包を送らなければいけない親戚や知人が
戦場にいるので」と言い訳をする。祖母が勤務する月曜だけは，彼女のために駅に食糧を送ってくる。
〔10月8，9，10日〕
　〔10月ll日〕多数のロシア人捕虜。捕虜全体をどうすべきなのか。今日祖母のところにお茶に来たグン
プレヒト嬢は，「捕虜はただ飢えの苦しみと疫病をもたらすだけなのだから，どうして連中をさっさと撃
ち殺してしまわないの！」と言った。私たちは，捕虜まで射殺すべきだというのはひどいと思った。お母
さんが送ってくれた戦争の物語に，予備役副曹長を勤めるドイツの教授と捕虜となったソルボンヌ大学の
教授とが，古プロヴァンス語のミンネザングの条件法の使用頻度について意見を異にしたために言い争い
になりあわや暴力沙汰かという事態になったという話があったが，ヴィリは，「ブルーノ叔父さんがまだ
前線にいっていないということを知らなければ，この副曹長はブルーノ伯父さんだと断言しただろう」と
言った〔彼は8月に志願して入隊し，四，五日前，前線に発っていた〕。祖母は，こう言った。「子供たち，
二人の教授が撃ち合わなければいけないなんて，罪深く恥ずかしいことじゃない？　兵士たちは，銃を投
げ捨てて「自分たちはもう止めだ」と言って国に帰るべきだわ！」すると，グンプレヒト嬢が，「それで
は，われらがカイザーはどうなるの？　それにドイツの名誉は？　ドイツの兵士の名声は？」と叫んだ。
祖母はとても怒って，「あなたがピーテや私のように駅であんなにたくさんの悲惨な状況を見たら，あな
ただって戦争が終ってほしいと願うわ。もしあなたが兄弟をなくしたら，口のきき方が変わるわよ！」グ
ンプレヒト嬢の兄弟のうち二人は戦場におり，ギムナジウム最高学年の三番目もいずれ召集されるはずで，
病身の老母は息子たちのことが心配でますます病みがちになっていた。祖母はこう宣言した。「母親・はみ
んなカイザーのところに行って，「今こそ平和を！」と言うべきよ！」と。私たちは唖然とした。祖母が
こんな言い方をするのは聞いたことがなかったので。全女性が祖母と同じように考えれば，戦争はじきに
終る。だけど，こんなことは学校ですらも言ってはいけない。人々はとても戦争を支持しているから。
〔10月12，16，18，19日〕
　〔10月23日〕　ラコシュス校長夫人に会った。すっかり黒服で顔には黒いヴェールをかぶり，老女のよう
に体をかがめて歩いていた〔技師として中国にいた四男が日本軍のチンタオ攻撃の際死亡〕。ヴィリは，
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私に，「母親はみな，息子が名誉の戦死を遂げたら，誇りにしなくては，と彼女が言ったのを覚えている？」
とささやいた。ヴィリと私は，あの時彼女がそう言ったので気を悪くしていた。でも，私たちは，彼女の
心の痛みには大いに敬意を払った。　〔10月24，25日〕
　〔10月30日〕　お母さんはこう書いてきた。「かくも偉大ですばらしい感動的な時代が一民族によって体
験されたことは，いまだかつてないでしょう。敵が多ければ多いほど，勝利の数も多い！」何故私は自分
ではこういう言葉が書けないんだろう。私には，すべてが全く別に響く。私も，私たちが偉大な時代に生
きているとは思う。だけど，私は，すべてがまた元のようになってほしい。もしかすると，お母さんは，
国境にそんなに近くなく，戦争をそんなにじかに体験してないせいかしら？
　〔ll月1日〕新聞社の前に張り出された「トルコの演習艦船がロシア黒海艦隊の攻撃を受けて応戦し，
ロシアの艦船を撃破した」という号外を読んで，人々は同盟国ができたことを喜んでいた。すると，一人
の男がこれは「まるっきりのうそ」「わな」と言い，これを怒り顔を真っ赤にした一紳士が「Lieb　Knecht－
hund！」と叫びながら，彼をステッキで殴りつけた。倒れた男は一人で立ち上がり駆け去ると，多’くの人々
が後を追いかけ同じ言葉を叫んだ。自分は，倒れた男を助けようとしたが，わきに押しのけられてしまっ
た。うちに帰って祖母にこの言葉の意味をきいたが，知らなかった。幾何学の宿題をやっていたヴィリと
アンドロフスキに聞くと，アンドロフスキが「リープクネヒトのことを言っているのかい？　リープクネ
ヒトが誰か知らないの？」と言った。すると，ヴィリは，「彼女に言うことはないよ！　人民には知らし
むべからず！　この馬鹿娘は，馬鹿げた兵隊ごっこしか頭にないんだ！」と叫び，アンドロフスキは，
「また今度説明するよ」と親切に言ってくれた。　〔11月2，5，7，8，10日〕
　〔ll月11日〕巡洋艦「エムデン」，11月9日，インド洋でイギリスの軍艦に砲撃され炎上。ドイツの
「海の幸せ」は破滅した。この日をいっそう悲しいものとしたのは，シェーン中尉の埋葬。それでも，わ
が軍は，ディクスムイデンを攻略し，ランゲマルク西方で2，000名のフランス人を捕虜にした。　〔12月1，
2，3，4，5，6，7，8，9，15，16，21，22，23，24，26日〕
　〔12月29日〕　お母さんのくらしは戦争のおかげでますます苦しくなっている。彼女の学校の教師はみな
召集され，男性生徒もほとんどみな。外国人生徒の一部はくにに帰った。それなのに，ベルリンの社交界
での名声を失わないためにはいつも非の打ち所のない身なりをしていなければならない。お母さんはそれ
を「体面を保つ」と呼んでいる。「うそも方便よ！」と言ったが，その顔は誇らかだった。　〔12月30日〕
　〔12月31日〕　お母さんは，私の日記をベルリンに持っていってタイプで打たせ表紙をつげさせるために，
今日日記を読んだ。その際，「Lieb　Knechthund」ではなく，「Liebknecht－Hund」と言ったのよと訂正
してこう言った。リープクネヒトや仲間のローザ・ルクセンブルクは，いわゆる「赤」で，民衆をカイザー
とあらゆる秩序に反対するよう煽り立てている。「連中はドイツを背後から襲う裏切り者なの！」それに
彼女には，日記が自分の望んだようなものではないことがわかった。彼女はベルリンの知人たち，高級軍
人たちに日記を読んでもらおうと思っていたが，これでは見せられない，というわけ。自分は悲しくなり
「悪いの？」と尋ねると，お母さんは，悪いわけではないけれど，一風変わっていると答えた。私が「ど
う一風変わっているの？」と聞くと，お母さんは，いささかこわいことを言った。「あなたには若干「赤
い」血が混じっていると思われかねないわ。あなたは通りとの付き合いが多過ぎるのよ」と。私はその場
を去ってトイレに閉じこもって泣き続けた。何故私は兵士さんたちのところにいないの！　何故まだ死ん
でいないの！　何故私はこんな生活をまだ続けているの？　私にはもう長いこと何も楽しくない，学校も，
戦争も。違った風には私は書けない。だめなの，お母さん。それにそんなことしたくない！　ここでの生
活はこうなの。違った風に書くとすれば，うそをつくことになる！　そんなことならもう何も書きたくな
い。
〈8月の体験〉の神話では，開戦当初の国民的高揚，戦争熱，国民の一致団結が強調された
が（16），日記では，そうした熱狂の描写と同時に，兵士たちの「真剣な」面持ちへの注目が興味
深い（8月4日）。また，戦争熱の一方における，不安と恐れに発したデマやスパイ騒ぎ，ま
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た戦争熱に発する強圧的ないし暴力的行為も登場する（8月2，5日）。
　その中で，エルフリーデに特徴的なのは，まだ子供でしかも女性であるため出征できないこ
とに腹を立てていることであろう（8月2日）。その1年後にも，カイザーの開戦1周年記念
のあいさつに接して，自分が軍に志願できなかったことをあらためて悲しく思うことになる
（後出，1915年8月10日）。これは，セーラー服姿の女性が「私が男だったら海軍に入隊する
のに」と言っているアメリカ合衆国（1917年4月に対独宣戦）のポスターをほうふつとさせ
る。そこには「男子たれ，入隊せよ」と付記されていた。若い志願兵は，「8月の体験」を体
現する存在であったが，彼らが数多く志願したのには，若い女性たちの眼の存在も大きかった
ことが指摘されている。ここにも「神話」の陰の一側面があった。
　日記でもう一つ注目されるのは，シュナイデミュールで開戦早々に繰り広げられた反ユダヤ
主義の言説であろう（8月28，30日）。それは，通りでエルフリーデの友達のユダヤ人少女を
いじめる少年にとどまらず，クラス仲間から，さらに祖母の集まりにまでわたっていた。そこ
では，もうけのことだけを考えるとされたユダヤ人に戦争勃発の責任が帰せられ，商店のボイ
コットまで語られていたという。越えて1915年7月28日の日記には，「シュナイデミュール
では，ユダヤ人が戦争をたくらんだという話はとうに過去のものとなっている。誰ももうこの
馬鹿げた話を信じていない」とある。この騒ぎも，開戦当初の，前線に比較的近い地域での，
興奮と不安に駆られたデマ騒ぎの一環だったのかもしれない。しかしこの騒ぎは，第一次世界
大戦における反ユダヤ主義の展開をどうとらえるかという問題の考察を，あらためて求めてい
るようにも思われる。それはいずれにせよ，エルフリーデのこうした動きへの具体的・実践的
な対決の姿勢（8月28日，9月7，20日，10月1日）は，人がどのような存在でありうるかと
いう，〈人間の可能性の記憶〉の一つとして銘記するに値しよう。
　〈タンネンベルクの戦い〉の神話化は，すでにその命名から始まっていた。すなわち，当初
の「ギルゲルスブルクーオルテルスブルクでの勝利」に代えて「タンネンベルクでの勝利」の
名が，1410年におけるドイツ騎士修道会軍のポーランド・リトアニア連合軍に対する「タン
ネンベルクの戦い」（ポーランド名「グルンヴァルドの戦い」）での歴史的敗北への復讐として
選ばれたのであった⑰。そしてこの勝利は，東プロイセンの解放者ヒンデンブルク将軍の名を
一挙に高め，〈ヒンデンブルク崇拝〉を昂進させた。何かにつけて口にされる「ああ，われら
がヒンデンブルク！」という言葉に示されるように，彼をいわば神話的存在へと高めたのであ
る（8月28日，9月1，2，12日）。その重要な背景として，前線地帯からの難民や負傷兵の姿
があったことも，記憶にとどめておくべきことであろう（8月9，23日，9月4日）。
　この戦いに関連して日記の中でとりわけ注目されるのは，マズーレン地方の湖沼に沈んでい
くロシア兵の苦悩へのエルフリーデのまなざしであろう（9月1，4日）。翌1915年1月16日
の日記には，学校に行く道すがら，新聞社の窓にタンネンベルクの戦いの絵が張ってあり，そ
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こには，巨大な湖で，顔をしかめ，眼と口をぱっくり開けた無数のロシア兵に，水が口元まで
迫り，中には軍帽の先や突き出した手だけが出ている者もいる，という光景が描かれていた，
とある。また，同年7月4日の日記には，ヒンデンブルクが勝利を収めた大マズーレン戦で軍
楽隊が最大限の音を響かせ，わが軍の兵士に沼の中のロシア兵の泣き叫ぶ声を聞かせないよう
にしたという話が書かれている。そして，それでも「気が狂ったドイツ兵がかなりいた」と。
彼女の湖沼に沈んでいくロシア兵への思いは，これより先，同年4月29日の日記で，彼女が
神にこう問うていることとも関わっていよう。「神よ，あなたはt’ほんとうにどの戦没兵士を
もよみがえらせてくださるのですか？　戦死したイギリス人，フランス人，ロシア人，ベルベ
ル人，トルコ人，もちろん死んだドイツ人も。何故あなたは私に答えてくださらないのですか？」
　ドイツ軍勝利の喜びの中で，しかも敵側兵士に思いをはせる彼女の姿もまた，「人間の可能
性の記憶」として迫ってくる。その一方，多数のロシア人捕虜の報を前にして，「捕虜はただ
飢えの苦しみと疫病をもたらすだけなのだから，どうして連中をさっさと撃ち殺してしまわな
いの！」と言い放つエッラ・グンプレヒト嬢のような存在もあった（10月11日）。これもま
た一逆の方向とはいえ一「人間の可能性の記憶」たるべきものと言うことができよう。ち
なみに，グンプレヒト家はビール会社を営んでいて，エッラの姉ゾフィーは（多分アフリカの）
ドイツ領植民地守備隊の将校と結婚し，植民地に長年住んでいたが，戦時中ベルリンに帰って
きていた。兄弟の一人も以前植民地に住んでいたことがあった（1915年2月28日の日記参照）。
　〈ランゲマルクの戦い〉は，日記でも触れられているが，その神話化の核となった，最高統
帥部の報道の中の，「世界に冠たるドイツ」を歌いながら突撃する「若き連隊兵」の姿は記さ
れていない（11月11日）。この戦いについては，その神話性（「伝説と現実」）が指摘される
一方（18），それを踏まえつつも，「ランゲマルクの神話の真実と希望の核」にも注意が促されて
いる。ランゲマルクにおける若き志願兵の死は，「犠牲的精神と心を一にした愛国心」のみな
らず，「ここに初めて「武装した国民」へと共に鍛え上げられたあらゆる階層の連帯共同体に
よる社会的懸隔の平準化」を象徴するものとして，「8月の体験」の延長線上にあったという
のである（19）。ここには，「8月の体験の神話」と「ランゲマルクの神話」が長く影を落として
いるといえよう。この日記との関連でいえば，エルフリーデの母親マルガレーテの期待の的だっ
た若者の戦死を「英雄の死〔名誉の戦死〕」として「忘れない」よう願うマルガレーテの必死
の願い（9月16日）が注目されよう。しかし，その一方では，「名誉の戦死」を誇りとする
「兵士の母」の理想像を公言していたラコシュス夫人が，中国での息子の死の現実に押しひし
がれる姿も書き留められている（8月11日，10月23日）。そして，後のことになるが，「いつ
もドイツ国家主義的（deutschnational）で帝室と多くの勝利に熱中」していた母親も，息子
のヴィリのこととなると，何とか兵役を免れさせようと八方手を尽くすこととなるのである
（1917年1月3日，7月14日）。しかしそうした悲しみや苦しみがあるだけに，その多くが市
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民階級の家庭の子弟であった大学生やギムナジウム生徒が，志願しそして死んでいったという
「ランゲマルクの神話」は，いっそうその輝きを増すこととなったとも言えよう。
［ll］　1915年～1918年初夏
1915年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1月5，10，14，16，20日〕
　〔1月22日〕新聞にはいつも次の警告が載っている。「パン穀物を〔家畜に〕餌として与える者は祖国
に対して罪を犯す者であり，処罰される。」農民は相変わらずうまくいっている。小農や日雇いはそうで
はないが。大農やわが多数の農場主，騎士領所有者や御料地管理人は何でもありあまるほど持っていて，
食卓では戦争に気づくことがない。牛も大農のところではうまくいっている。
　〔1月27日〕　今日はカイザーの誕生日。どのクラスにもカイザーの肖像がかけられ，モミの枝の輪で囲
まれている。旗は今日もいたるところにあった。新聞には，「国旗掲揚を！現下の要請を無視する者は，
裏切り者だ！」とあった。新聞にはカイザーについてのすてきな話が載っていた。カイザーがそれほど親
切なら，一度カイザーに手紙を書いて，戦争を止めるよう頼んではどうかしら？　この考えをマリーさん
〔お手伝いさん〕に話すと，彼女はたちまちその計画に熱中した。彼女の婚約者の道路工夫に召集令状が
来たけど，そうなればもう戦場にいかなくてもいいので。　〔1月28日，2月1，3，4，5，10，11，12，13，14，
15，16，17，19，20，21，25，28日，3月1，11，13，30日，4月25，28，29日，5月1，3，20，24，26日，6月14
日〕
　〔7月1日〕お母さんの手紙。「新しい日記，届きました。私は読んで，フォン・R嬢にタイプするよ
う渡しました。私の批判：本当のところこれはもう戦争のれっきとしたドキュメントではなく，私的な日
記です。さらに書き続ける意味はあるの？　これは，あなたへの，そして私への，真剣な問いです。どこ
に歴史的に重要な前線報告があるの？それにわが潜水艦U20によるイギリスの客船「ルシタニア」号
撃沈について一言も書いていないわね」，と。お母さんは正しい。でも，「ルシタニア」号については何を
書くべきか分からないの。アンドロフスキやフィリップ先生は，これによってドイツは人権を侵害したと
いうし，新聞は正当だったとしている。二つの意見，一方はこう，他方はこう。むしろ私は全く何も書き
たくなかった。　〔7月3，4，14日〕
　〔7月20日〕　夕方，花束をもって野戦病院にいった。看護婦が私に「夕べの祈りまでいてもいいわよ。
説教壇を立てて，チンタオのテッパー宣教師が説教をするの」と言ったが，とどまるつもりはなかった。
相変わらず宗教に怒っていたので。皇帝フランツ・ヨーゼフさえ，軍隊に勝利を恵むよう，愛しい神に求
めた。神は一体どれほど多くの民族に勝利を授けなければならないのか！私は，神がこれらの重傷者を
健康にしてくれさえすれば，それだけでもううれしいのに。　〔7月28，29，30日〕
　〔8月2日〕私は本当に戦時日記を書き続けるべきなの？　戦争は永遠に続くかも。そして私は，歴史
の時間にちょうど扱っている〔ローマの〕歴史家プリニウスのようにくしゃくしゃ書き続けることになる
の。私はアンドロフスキとそのことについて話した。彼が言うには，「あなたは日記を書き続けなければ。
証人がいなくてはならない。新しい戦争が始まれば，この戦争のことは全く忘れられてしまう。」私は憤
慨して，「この戦争の後にはもう戦争は起きないわ！　なぜなら，みんなこの戦争が鼻についているんだ
から。特に兵士たちが！」するとアンドロフスキは，「兵士はいつも兵士で，命令には従うさ。祖国が攻
撃されたら戦うし，国家が望めばやはり戦うんだよ。」私たちは少なくとも1時間は争った。ヴィリはア
ンドロフスキの側についたので，私は激怒のあまり顔面真っ赤になった。　〔8月5，8，9日〕
　〔8月10日〕　カイザーは，開戦1周年記念日にドイツ国民へのあいさつを発した。「朕がドイツ国民に
武器を取るよう呼びかけざるを得なかったときから1年が過ぎた。前代未聞の流血の時代がヨーロッパと
世界をおおった。神と歴史の前で朕の良心は潔白である。朕は戦争を欲しなかった！……それゆえ我々は，
ドイツの正義と自由のための偉大な戦いを，それがいかに長く続こうとも，名誉のうちに耐え抜き，われ
らが剣を祝福し続けて下さる神の前で勝利にふさわしくあり続けるであろう。大本営，1915年7月31日」
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この呼びかけを校長が朗読すると，私たちはみな熱狂し，万歳を三唱した。私は，志願兵として申し出る
ことができなかったことをあらためて悲しく思った。
　〔9月2日〕　セダンの日。でも，この間あまりに多くの勝利があったので，セダンの日は単に宗教改革
の記念日になってしまった。ワルシャワが8月5日に陥落，イヴァンゴロトをオーストリアが奪取……私
は「それではセダンは一体何？」とまさに「上から見下して」書こうとした。アンドロフスキが私に，す
べての勝利を書き留めるよう忠告してくれたのは正しかった。「証人がいなくては！」と。たしかに，私
はワルシャワ陥落の証人ではないけど，誰かが戦争中の銃後（Hinterland）についても何かを書き留め
ることは，たしかに大事なことだわ。私は，義務に忠実に紙と鉛筆をもって祖母のもとにいき，卵，バター，
ジャガイモ，豚肉，牛肉の値段を尋ねた。祖母は，「卵は値上がりし続け。肉はますます品薄になってき
て，主婦たちはどこでも嘆いているわ」と言った。　〔9月10，11，18日〕
　〔9月20日〕私たちのマリーさんはすっかり元気をなくしている。彼女の大事な人が出征しなければな
らないので。祖母が「マリーちゃんはまだ結婚もしていないのよ。アルバートが戦死したら戦没者寡婦年
金ももらえないわ。すぐに戦時結婚してもらうよう彼女に理解させなくては」と言った。何を結婚の贈り
物にするかの話になった時，祖母は言った。「私たちは，野戦病院にほとんど全部あげてしまって，もう
ごく必要なものしかもっていないわ。お金の方も，第3次戦時公債で破産も同然なの」。祖母は，その日
のうちにマリーさんに戦時結婚の届出をするよう説得したが，彼女によれば，彼は福音派で，彼女はカト
リックなので，一ここで身も世もないようにむせび泣きながら一自分たちは結婚できないのと言った。
またもや宗教！　私はもう宗教のことなど一切知りたくない。　〔9月22，24日，10月1，6日〕
　〔12月1日〕私は長いこと書かなかった。ブルガリアが10月14日セルビアに宣戦布告した。それゆえ，
終戦ではなく，新しい軍事行動！　あの頃，戦争が始まったとき，この小さな民族セルビアが，優越した
ドイツとオーストリア＝ハンガリーにこれほど長くもちこたえるとは，誰が考えたろう。10月9日，ベ
オグラード要塞が陥落し，セルビアはさらにアムスフェルトの戦いで破れ，アルバニアとモンテネグロの
山中まで追いやられた。もちろんシュナイデミュールの通りは正真正銘の勝利の陶酔状態だった。新広場
には，10月のヒンデンブルクの誕生日に釘打ちを許された，大きな，棚の木でできた十字架が立ってい
る。釘が全部打ち込まれれば，「鉄十字章」の似姿になる。こうした釘の十字架や「鉄のヒンデンブルク
像」がドイツのほとんどすべての都市に立っている。釘打ちは戦時国庫に多くのお金をもたらす。　〔12
月24日〕
　〔12月25日〕賜暇で来ているブルーノ叔父さんに，従軍用の長靴をくれるよう求め，言った。「もし靴
の助けが得られれば，私は舞踊家になりたい。「死んだ兵士」という踊りを踊るの。もしかすると，名前
は別かもしれないけど。私は舞台でこの長靴をはくの。」私は，叔父さんの前に長靴をはいた足を組んで
座り，言った。「新しい戦争の攻撃の合図を聞いたので，英雄の墓からよみがえる兵士なの。ヴィリの友
達のアンドロフスキが，兵士は新しい戦争の命令が下されれば，いつでも戦わなければならないと言った
のよ。」叔父「たしかに！　さもなければ兵士ではないさ。」私は叫ぶ。「その通り！　死んだ兵士すら，
戦わなければいけないのでよみがえるのよ。」叔父「戦争はいつもあるさ。それは「自然法則」なんだ。
さもないと世界は結局過剰人口で滅びてしまう。」私はそこでびっくりして，「それでは戦争は死ぬために
あるの？」続いて私たちは，長い哲学談義をし（叔父は哲学博士なの），叔父はニーチェの哲学について
多くを語った。　〔12月29日〕
1916年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1月1，5日，2月1日，3月9日〕
　〔3月15日〕今日では，都市での蜂起はいったいどんなものなのか！　パン屋の店の前に立っておしゃ
べりをする女性たちの大群が，興奮してパン券を振り回していた。非難の声があちこちに飛び交い，その
パン屋，さらにはすべてのパン屋がののしられ，悪い時代が嘆かれ，等々。黒い毛のショールをはおった
ひとりの太った女性が特に目立っていた。「わたしゃもうほとんど2時間も立ち続けなんだよ。それなの
にパンはありゃしない！　あんまりひどくて，全くお話になりゃしない！　おい，パン屋！　もう店をあ
けなよ！」とわめいた彼女は，拳でショーウィンドーをたたき始めた。ほかの女性たちも，それを見てた
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たき，叫ぶ。「開けて！　もういい加減に開けなよ！」すると警官がひとり来て，群衆をなだめようとし
た。太った女性は初めは驚いた眼でちらりと見てから，さも馬鹿にしたように背を向けた。その警官はと
ても荒っぽいぶしつけな奴と前から知っているけど，彼がその女性の襟元をつかむと，彼女は転倒した。
太った女性は元気を出して立ち上がり，腕にかかえていたブリキの牛乳ポットを振り上げ，力まかせに警
官の顔を打った。これが攻撃の合図だったかのように，すべての女性が警官に突進していった。警官が呼
び笛を吹くと，別の警官が助けに駆けつけてきたが，彼も殴り合いに巻き込まれ，怒った女性たちに散々
なぐられて，ののしりながら逃げ出そうとした。その時，すっかり度肝を抜かれたパン屋が店を開け，事
態は救われた。大群はどっとなだれ込んだ。私は，憤激した女性たちがどんなにひどいことをあれこれパ
ン屋に言ったかは知りたくない！　私には，なお長いことこう叫んでいるのが聞こえた。「パンをよこせ1
パンをよこせ！　うちの子供たちが食べたがっているんだよ！」　〔3月26，28日〕
　〔4月25日〕　今日は私の誕生日。14歳！　私は私自身が悲しい。この戦争で何が正しく何が正しくな
いか，私はちゃんと区別できない。わが国の勝利には，死傷者が出るというのに，我を忘れて万歳を叫ぶ。
きのう私は，全く森の中に隠されて，顔を撃ちそがれた兵士たちが生きている病院があるという話を聞い
た。あまりに恐ろしい顔形なので，普通の人には見ることができないとのこと。そういうことを聞くと絶
望的になる。
　〔6月2日〕　スカーゲラクでおそるべき海戦が行われた。日記よ，日記よ，わが国はこれまでで最大の
海戦に勝ったのよ！　号外は，双方の途方も無い数の死傷者数を報じている。それが最悪。わが国でも，
15歳から49歳までに該当する新しい兵役の導入が語られている。そうなれば，ヴィリやアンドロフスキ
も召集されなければならないことになる。ドイツの軍需工場では，どこでも女性が働いている。男性労働
者はほとんどみな前線にいる。女性たちが夕方帰宅すると，子供の世話をするには疲れすぎている。子供
が小さければひどいし，大きくなれば，いろんな家事をしようとする。それは，戦時の当然の義務。
　〔6月3日〕　ひとりの兵士が少女のことで他の兵士を撃った。そんなことなら，クラス仲間が私に，二
人のきれいなお姉さんとその二人の女友達とが，三人の若い少尉と隣の部屋でコーヒーを飲む間，ピアノ
を弾いてと頼んだけど，その方がましだわ。「あなたにちょっと夕一フェルムジークを弾いてほしいとい
うの。お姉さんは，あなたが歌ったりピアノを弾いてくれたりしたらとてもすてきと思っているのよ。」
それで私は，別室ですてきな歌を歌ったり弾いたりした。　〔6月5，10日〕
　〔6月17日〕　お母さんからの手紙で，これまでの教室を閉じ，手頃な値段の3室の住居に移ることを知
らされる。私たちはショックだった。これは，戦争の裏面の一つ。多くの人が，戦時経済で大もうけをし
て大金持ちになるのに一彼らは「にわか成金」と呼ばれる一，別の人たちは，私たちのように貧乏に
なる。
　〔6月20日〕西部での大物量戦は，双方のおびただしい死者にもかかわらず，わがドイツ軍に新しい勝
利をもたらした。わが軍が勝利を続ける一方で，ドイツ社会民主党は戦争を即時終結することを願ってい
る。いわゆる「左翼」の指導者カール・リープクネヒトは，ベルリン，ポツダム広場でのメーデーで「戦
争をやめろ！」と叫び，2年半の懲役に処せられた。そこでドイツの多くの都市で，リープクネヒトと平
和とパンのためのデモが行われた。社会民主党のローザ・ルクセンブルクも左翼，「スパルタクス・ブン
ト」に属している。彼女も戦争の終結を求めている。同じことを望んでいる多くの芸術家もいる。たとえ
ば，画家・版画家のケーテ・コルヴィッツがそうで，彼女は，飢えた子供たちを抱えた母親や，名誉の戦
死をすべく熱狂して戦争に赴いた若者たちを描いている。私には，戦争がどのように終えられるのかもう
想像もつかない。敵国は戦い続けようとし，絶えず新たな予備軍を育成して軍団を補充するようドイツに
強いている。カイザーとその将軍たちは，もちろんまず最終的勝利を勝ち取ろうとしている。それに，戦
争は巨大になって，この巨大なものをもはや押しとどめることはできない。兵士はみなくにに帰りたがっ
ている。しかし，どのようにして？　ヴェルダンでは，戦いはとても終りそうにない。ヴェルダン周辺の
光景は，千ものクレーターがある月の光景と同じだと兵士たちは言う。木も家もなく鳥もいず，あるのは
榴弾でできた穴，死傷者，鉄条網，錘壕，地下壕，砲火だけ。生きている兵士たちは，銃を死んだ戦友の
肩に載せて撃つ一自分も砲火で崩れ落ちるまで。ねえ，日記さん，どうしたら戦争を終らせることがで
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きるの？　＊リープクネヒト判決は6月28日のことであり，ここには何らかの編集の跡を認あざるを得
ない。その他，この項はとりわけ慎重な吟味が必要とされるように思われる。　〔7月10，18，28日〕
　〔8月5日〕　今日，開戦以来出征しているシェーンフェルト夫人の弟が賜暇で帰ってきた。彼は，何ヶ
月にも及ぶものすごい陣地戦にうんざりしてしまった。あるときは地下深くの坑道に8時間も生き埋めに
された。周りは氷の沈黙，首筋には沈黙の死神。救われたとき，彼は神経性ショックで野戦病院に引き渡
された。今回は回復のための賜暇だった。　〔8月7日，9月1日〕
　〔9月2日〕事後になったけど，祖母がシュナイデミュール駅での活動に赤十字のメダルを授与された。
われらがカイザーのあいさつも添えて。祖母はメダルを見つめ，言った。「わが国が勝ったら，勝利の祝
典につけていくわ。」
　〔9月3日〕　お母さんは私が送った最近の日記を読んでこう書いてきた。「私にはどうしてあなたがシュ
ナイデミュールの浮気娘たちの（明白な！）愛のお祭りのために夕一フェルムジークを奏でることができ
たのか理解できないわ！　戦争があなたの道徳観念を混乱させてしまったの？　あなたにはびっくりした
わ！……あんなにも希望に満ちて始められた日記だけど，私にはこんな風に書き続けるのには何の関心も
ないわ。私の仲間（Kreis）に見せでもしたら，恥ずかしくなってしまうもの。」
　〔9月4日〕私はお母さんにこう書いた。「あなたがもう私の日記をほしくなし）のは分かります。ほん
とのところ，あなたはもうとうに，私が書き続けるのを望んでいなかったのよ。私はもう調子を合わせる
ことができないの。少なくとも公共の読者には。それは，私が，たとえばエッラ・グンプレヒト嬢のよう
な，他のたいていの人たちのように戦争に熱狂していないからなの。いつも私は，いたるところで兵士た
ちが，ドイツのばかりでなく，フランス，イギリス，ロシア，イタリア，セルビア，その他もろもろの兵
士たちが，死んでいくことを考えているの。あるいは片輪になって帰ってくるのを。ヴィリがいつかは召
集されるのも心配なの。志願したギムナジウムの生徒がもうたくさん戦死している。」　〔9月6日，ジャ
ガイモ休暇の日，9月15，16，17，19，30日，10月1，10，11，15，20，24，26日，11月2，4，20，25，26日，
12月1，3，11，23，25日〕
1917年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1月1日〕
　〔1月3日〕母は，時代がひどくなり，音楽教師では十分にかせげなくなったので，ドレスデン銀行の
ベルリン支店の筆記係りの職を引き受けた。毎日「役所」に行き，朝とても早くに起きて，きっかり8時
には仕事を始めなければならない。それから午後5時まで働いて，電車で新しい住まいに帰る。前もって
準備した夕食を食べ，わずかな歌の生徒が来るのを待つ。その後，すっかり疲れきって床に就き，翌朝ま
た早くに役所に出る。それを嘆くことなくしている。お母さんは，今やほんとうに，ヴィリが兵士になら
なければならないのを恐れている。ヴィリは召集令状が来る前にできるだけ早くベルリンに行って，幼年
学校で将校教育を受けるべきだという。お母さんが望んでいるのは，ロシンスキ家を通して幼年学校に受
け入れてもらうこと。ヴィリが将校の資格を得るまでには，戦争ももしかすると終っている。私は，お母
さんが末の息子に兵役を免れさせたいと望んでいるのにびっくり。彼女はドイツ国家主義的（deutsch－
national）で，わが帝室と多くの勝利に熱中しているのだから。ロシア人は自分の国で革命をしたがって，
いる。彼らは，もう誰も犠牲にさせたくないのだ。私も同じようにしか考えられない。つまり，平和。統
帥部はそのかわりにドイツ戦闘機中隊の形成を命じた。部隊にはガスマスクが命令され，攻撃の際には惨
めな野戦帽と旧式の兜のかわりに鉄兜を着けなければならない。その方が着弾からよりよく守れるので。
したがって，いっそう多くの戦争！
　〔1月10日〕　お母さんは，いずれベルリンで私に正しい発声訓練をすると言った。再び私は，むしろ舞
踊家になりたいと思った。私はよく鏡の前で踊る。私はブルーノ叔父さんに，共同墓穴からよみがえる一
人の兵士を表現する踊りをいつか作り出すと言ったのだもの。私は歌よりバレーを習いたい。でもそれは
お母さんには内緒。　〔1月15，27日，2月19，25，26，27日，3月16，18，19，20日，復活祭，4月25日，5
月9，12，15日，6月13，20日，7月14，15，17，22，30日，8月1日〕
　〔8月3日〕　ドイツの水兵が反逆した。反逆はしかし鎮圧されたという。ドイツの水兵が反逆するとは，
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誰が思ったことがあろうか一われらがカイザーの誇りである艦隊が！　エッラ・グンプレヒト嬢は，ま
るで認めようとしない。彼女が言うには，それはすべて，ドイツの軍事力を掘り崩そうとする「左翼」の
うそだという。「わが兵士と水兵は血の最後の一滴まで戦う」，と。　〔8月10，20日，9月2，8，9日〕
　〔9月10日〕戦争は何か意味があるのかしら？　それは永続的状態のようになってしまった。平時には
どうだったかは，もうちゃんと思い出せない。私たちはもうほとんど戦争のことを考えていない。私がま
だ戦争の報道を書き記しているのは，百年前にお母さんに約束したから。学校でももう戦争の話は出ない。
せいぜい知っている人か親戚かが戦死したときだけ。「勝利休校」ももう長いことない。クラスの地図は，
誰かが時々黒白赤の小旗を移動させている。私たち少女にはほんとうはもう何の興味もないけれど。今は，
小旗はジークフリート陣地〔Siegfriedstellung　1917年春に西部戦線の突出部分を引き下げて構築。ヒン
デンブルク線ともいう〕の少し後ろ，つまり下がって〔留め針で〕挿してある。私たち少女にほんとうに
関心があるのは，ギムナジウムの生徒と，もちろん将校だけ。私はうそをつかない。それが事実なの。間
抜けの私だけは，まだ時折駅に行って発着する軍用列車や野戦病院列車を見たり，時間があれば赤十字の
ご婦人たちを手伝ってコーヒーやスープのバケツを運んだり，パンにラードまがいを塗ったりする。でも，
一番好きなのは，相変わらずグレーテル・ヴェークナーとの「看護婦マルタとフォン・イェレニチ少尉」
ごっこ〔グレーテルが看護婦役で，エルフリーデは少尉役〕。
　〔11月8日〕革命！　革命！　レーニンがロシアで革命を成し遂げた！　これでケレンスキーの軍隊は
終わりだ。ヴィリとアンドロフスキは大喜び。ヴィリは足をどんどん踏み鳴らしすらした。彼はどなった。
「もしかするとぼくはもう召集されないかもしれない！」　〔12月2，3，20日〕
　〔12月23日〕私たちに関心があるのは，ただどうやったら必要な食料が手に入るか，ということだけ。
私の自由時間の最大部分は店の前の長蛇の列で過ごしている。　〔12月25，29日〕
1918年　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　〔1月10，11，12，15日〕
　〔2月1日〕　ヴィリが召集令状を受け取った！　ヴィリ，アンドロフスキとの会話の中で，私は怒って
叫んだ。「何故革命のたあに何百万という戦死者が必要なの？　理性で革命するわけにはいかないの？」
「それはたしかに最良の解決策だ！」とアンドロフスキは言明した。しかし，今ではもう遅すぎる。後々
また戦争が起こらないよう注意を払うしかない。私たちは，大人が私たちをたぶらかしたいんちきにもう
ひっかからないようにしなければならない。私たちは，まだ子供，生徒だった。そして学校では，校長や
教師初めみんなが万歳を叫んだ。私たちの親や親戚は，お金や装身具，貴重品を全部戦時公債に差し出し
てしまったので，貧乏になった。祖母は，私たちを，私たちの所有する家作に住む貧しい人々の納める家
賃で養っている。この人たちは私たちより貧しい人たちで，中にはもう家賃を払えない人たちもいる。私
はまた死にたい。でもそれも何の解決策でもない。・生きている方がいい。絶対に！　〔3月1，15，17，18
日，枝の主日，4月2，22日，5月1，15日，聖霊降臨祭，聖霊降臨祭の火曜日，5月16，20，21，27，31日，
6月1，10，12日，7月14，20，28日，8月2，5，10，11日〕
　第一次世界大戦の初期［1］と大戦末期［皿］にはさまれた，この大戦たけなわともいうべ
き第H期については，国内の社会的対立，また，ヴェルダン・ソンムの戦いの神話化の問題を
取り上げることとしたい。
　〈国内の敵〉と題された，ヴィルヘルム・シュルツ描く一枚の風刺画がある。風刺雑誌『ジ
ンプリツィシムス（SimPlicissimus）』の1916年7月18日号に載ったもので，夜明け前か，
すでに食料品店の前に籠を下げた女性たちが集まってきている。戸口にはおそらく騒動に備え
て警官の姿も見える。その上方，アパート群の屋根から身を乗り出し，口をあけて様子をうか
がっているのは，羽を大きく広げた爬虫類もどきの竜である。この絵の下部は戦場の光景で，
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立ち上がって手榴弾を投げる兵士たちの姿が描かれている。それに付された詩は，銃後の人々
に，「敵とひそかに結んだ」「利己心という名の竜」に屈することなく，「全世界の敵に抗して
戦場で勝利をかちとる兄弟たち」にふさわしくあれと求めるものであった。
　食糧問題は，社会的な格差の拡大とあいまって，第一次世界大戦期に人々の心を大きくとら
えていったが，その一端はエルフリーデの日記からも，1915年1月22日以降折に触れてうか
がうことができる。上記風刺画のひと月前，1916年6月17日の日記では，戦時経済で大もう
けした「にわか成金」と「私たちのように貧乏になる」人々とが対置されている。こうした中
で起こった食糧騒動については，同年3月15日の日記が，「都市の蜂起」としてヴィヴィッド
にその様子を伝えている。そして，彼女も，自由時間の最大部分を「店の前の長蛇の列」で過
ごすことになる（1917年12月23日）。
　エルフリーデの母親また祖母が，戦争の中で，物価の上昇，経営や家賃収入の行き詰まり，
戦時公債への応募などによって貧乏になっていく過程は，〈中間層〉の中で戦時経済によって
生活難に追い込まれていく部分の姿をよく示しているといえよう。近年の研究では，そうした
人々が，戦時利得者に対し，労働者家庭の人々と，同じ「資産の乏しい人々」として利害を共
にし，「我々消費者」，さらには「我々ドイツ人」「国民」という意識を発展させていったこと，
そしてそれが1916年にはしばしば反ユダヤ主義のトーンをも帯びていったことが指摘されて
いる⑳。ちなみに，上記風刺画の竜の顔は，E・クッツァーが描いた，剣をもつジークフリー
トと向き合う竜の顔（ワグナー「ジークフリート」のポスター，1908年頃）（2Dと重なるが，ワ
グナーにとって竜がユダヤ人を表象するものであった㈱ことをも想起すると，この風刺画も
そうした連想作用の中におかれるべきものなのかもしれない。
　大戦下の「中間層」について，ここでもう一葉の風刺画に触れておきたい。同じく『ジンプ
リツィシムス」の1918年4月16日号に載った，カール・アーノルトの手に成る「中間層1918
年」で，左にシルクハットをかぶり葉巻をふかす腹の突き出た資本家，右に鳥打帽をかぷり菜っ
葉服に身を包んだビール腹の労働者，その真ん中で両側から押しつぶされそうな山高帽のサラ
リーマン。彼方には，丘の上に豪邸がそびえ，また工場が建っている。その煙突から煙が出て
いないのはストライキ中ということだろうか。物価の上昇に賃金の上昇が一定度ともなった軍
需産業の労働者とはちがい，固定給のサラリーマンには物価の上昇は特にこたえたが，軍需労
働者の厳しい労働条件を捨象し，また中間層の中で軍需景気にうるおった部分に眼をつぶった
この風刺画は，「中間層」の神話化の一環を構成するものといえよう。先の風刺画と同じく，
銃後の人々の厳しい生活現実が神話化されて表象されているというべきであろう⑳。
　一方，前線の兵士については，この時期，とりわけ1916年の「ヴェルダン・ソンムの戦い」
以降の「大物量戦」（同年6月20日），何ヶ月にも及ぶ「ものすごい陣地戦」（8月5日）の中
で，新しい兵士像が求められることとなった。すでに1915年の半ば以来，「何物にもたじろが
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ない，忍耐力，勇敢さ，犠牲的精神，そして戦友愛」を生み出す「強靭な神経」の重要性が強
調されるようになったが，1917～18年には，多くの新聞に「前線神経」についての記事が掲
載されたという。〈ランゲマルクの神話〉では，若さ，熱狂，献身が強調されたが，ここに成
立してくる〈ヴェルダンの神話〉では，年功，厳しさ（「死の使命を冷徹に遂行すること」），
経験が重視され，「鉄兜」が新しい兵士像を象徴するものとなった（2％ここで「神話」という
のは，この兵士像が，「鋼鉄の神経をもっていても，それすら揺さぶられてしまう」ような厳
しい状況の中で神経症に陥ったり，あるいは，意気消沈して早期の平和を求め，さらには個人
的な戦闘忌避の行動に出たりした兵士が少なくなかった現実を無視するものだからである。こ
の神話では，将校と兵士が「戦友愛」で結ばれ「塾壕共同体」を形成していたことが強調され
たが，生活面での格差に対する兵士の側での不満など，この点でも神話と現実のずれは大きかっ
た。
　エルフリーデの日記でドイツの鉄兜が本格的に登場するのは，1917年1月3日の日記のこ
とである。その記述は，同年4月の第6次戦時公債への応募を呼びかけるポスター（「我々が
勝利するのを助けてくれたまえ」）を飾った，鉄兜をかぶり毒ガスマスクを下げた兵士の像と
ほぼ正確に照応するものといえよう。そして，ドイツ軍の最後の大攻勢を支援する1918年春
の第8次戦時公債のポスターは，沸き立つ雲を背景に大きな剣を振りかざす鉄兜の男のシルエッ
トをくっきりと浮かび上がらせたものであった（25）。
［皿］　1918年夏～敗戦
　〔8月15日〕　ドイツは終わりよ，日記さん。わが軍はアミアンでひどい敗北をこうむった。わが方の兵
士は大半がイギリス軍に降伏した。駅で一下士官が祖母に「我々は終わりだ！」と言った。　〔8月16，17
日〕
　〔8月20日〕　ギルちゃん〔＝ヴィリ〕が若い下士官フリードリヒを連れてきた。下士官は，わが方は全
戦線で崩壊寸前と言った。ギルは揉み手をし，「すてきだ！　すてきだ1」と言った。下士官は「ドイツ
はひどいことになるでしょう。革命ですよ，わかってますよね！」と言った。　〔8月29，30日，9月2日〕
　〔9月10日〕　お母さんの手紙「この秋はうんざり。雨が降り，どしゃぶりになり，寒い。それに，石炭
切符をなくしたのよ。すぐ石炭商と連絡を取ったら，私の言うことを聞いてくれたからよかったけど。精
神を台無しにする役所での仕事が私の力を麻痺させ始めている。自由と音楽が恋しい。空っぽの教室には
ぞっとする。ベルリンでは，誰もが平和を求めて叫んでいる。でも，どんな平和になるのかしら？　私た
ちはほんとうにその到来を待ち望めるのかしら？　私たちは，負かされることなしにすべてを失うのだわ。
私たちの立派な兵士たち！　ギルちゃん，ピーテルちゃん，哀れなドイツの成功を願って！　こんなに多
くの血が無駄に流されたなんていうことがあってはならないわ！」お母さんがかわいそう。私は1920年
まではベルリンにいけない。お母さんは私たちの「生活基盤」ができるよう，まず音楽学校を再建したい
と思っている。それに，私が乳幼児の看護婦としての試験を受けることを望んでいる。切羽詰った時に手
に職をつけているために。彼女のところで歌を習うことは決まっている。それと並んで自分の生活費を稼
がなければいけないことも。私に一番はっきりしているのは，どんなに働いてもバレーを勉強する時間は
見つけなければいけないということ。それにはもちろんお金が余分にいる。試験の後で速記とタイプの教
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育を受けることを祖母と話し合った。私は職業学校のコースに受講届けを出す。看護婦では十分に稼げな
いから。それで，事務所でお母さんのいう「タイピスト嬢」の地位を得る方がいい。私はいい地位を見つ
けるわ。そうすれば，お母さん，少しは助けてあげられる。見ていて！
　〔10月4日〕ギルが賜暇で帰宅。私はギルに「平和となったら，連合国側は私たちドイツ人から何を奪
うの？」と聞いた。「まずはエルザスさ」とギルは答えた。「エルザス人はだけどドイツ人じゃない！」と
私が言うと，「もっとフランス人なのさ。以前はぼくにも分かってなかったけど，今では知っている」と
ギルは言った。ほかに何を取ろうとしているのかと聞くと，「たとえばシュナイデミュール。彼らはポー
ランド人をなだめようとしているから」とギルは言った。「それにもちろん植民地も差し出さなければな
らない」と付け加えた。帰宅すると，エッラ・グンプレヒト嬢とアガーテ叔母さんが祖母に別れを告げて
いるところだった。すると，ギルが，「年取ったおばさんたちと鉢合わせしないようにしよう。あの連中
の頭の中はヒンデンブルクとカイザー・ヴィルヘルムだけなんだから」と耳打ちした。私は，「俗物たち！
私たちはあの連中に反対よね！」とささやいた。
　〔10月17日〕　祖母が風邪で床に就いている。彼女はシェーンフェルト夫人に，「自分はドイツの終焉が
耐え難いわ」と言った。昨夜祖母は私に「旧約聖書にあることを考えることある？　言われていることを
どのようにしてするつもり？」と聞いた。私が，「あらゆる貧しい人を助けるつもり。だけど動物も。動
物は何の罪もないのに，とてもしばしば：苦しまなくてはならないから」と言うと，「いい決心だわ。あな
たはもう病気の乳幼児の世話で始あているのよね。兵士たちの助けにもなろうとしたし，その調子で続け
なさい」と言った。私はひそかに「でもベルリンに行ったら，戦争や人が人にたいして行う不正義と戦う
つもりなの」と思った。私はまだどのようにしてかはきちんと分かってないけど，道はちゃんとあるはず。
人を感動させる歌をうたったり，画家のケーテ・コルヴィッツやスペイン人のゴヤのように描いたり。本
も書いたらいいし，芸術にはたくさんの手段がある。もちろん，傑作でなくてはならないけど，そのため
に教師や学校があるわけだし。ああ神様，どうぞ私によい教師をお与えください。またまた私が学校から
逃げ出さなくてもいいように。＊エルフリーデは，この年4月卒業できず留年したが，6月に新しい担任
教師と衝突して自分から退学した。
　〔10月22日〕　オーストリア＝ハンガリーの解体。病床の祖母のまわりでコーヒーを飲んでいたご婦人方
は絶望のあまり全く取り乱してしまった。彼女たちは終戦が突如間近まで来たこと，考えていたようには
事が運ばなかったことが理解できなかった。祖母は床の上で居ずまいを正すと「私，起きるわ！　ピーテ，
服を持ってきて。病気はもう終わり。きっと駅では全部がめちゃめちゃになっているわ」と言い，食堂の
ソファに腰をおろして，戦線の崩壊の際に赤十字がどう対処すべきかの作戦計画を練り始めた。私は，祖
母は立派だと思い，伝令役を務めることを約束した。それは，私たちみなが興奮してドイツのために死を
覚悟した開戦時の高揚と，ほとんど変わらなかった。ただ今回の私たちの興奮は，戦争を生き残った最後
の人たちに向けられたものだった。その人たちは少なくとも地獄から無事に帰宅するべきなのだ。私も祖
母もそう思った。しかしグンプレヒト嬢は相変わらず，わが軍は勝利を収める，わが軍の力を最後まで維
持しなければならないと信じていた。そのことが彼女の話から分かると，突然黒雲が私たちの上に垂れ込
めたように思われた。　〔10月23，28日〕
　〔10月29日〕今やルーデンドルフ将軍も辞職した。本当はもうこんなことは私に興味ないのだけど，お
母さんのために相変わらず日記をつけているので，書き留めておかなければ。この知らせをもって駆け込
んできたグンプレヒト嬢は「ほら一人がどさっと倒れたわ！　ルーデンドルフにこんなことが起きるなん
て思いも寄らなかったわ！　後任はグレーナー将軍という人。グレーナーってご存知？」祖母は知らない
といい，私は肩をすくめ，家を出た。グンプレヒト嬢がこう叫んでいるのだけが聞こえた。「銃後のせい
よ。正真正銘の，ヒ首による背後からの一突き（der　reine　DolchstoB　von　hinten）だわ！　それも，わ
が無敵の部隊の背中を！」
　〔10月30日〕夜，祖母と二人でブルーノ叔父さんの靴下を編んでいた時，祖母は「あなたのお母さんは
神を信じていないの。そのことを私はもうとうに知っていた。あなたのお祖父さんも信じていなかったわ。
あなたの兄さんももう信じていないと思うわ」と言った。私はびっくり仰天してしまった。「アンドロフ
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スキもよ！」と私はすぐに断言した。「戦争，すべての悪が，彼に人間の精神しか信じなくさせてしまっ
たの。」祖母は，「お母さんとすっかり同じ！」とたあ息まじりにつぶやいた。「戦争こそが私たちを信仰
に連れ戻してくれるのに。苦しみの中で人は神への道をまた見出すのに。」私「死んだ兵士はどこに行く
の？　彼らから草が生えてくるのではない？」祖母「体からは草や木が生えてくるかもね。体は滅んで土
に帰るのだから。でも魂はパラダイスへ行くの。誰にも守護天使がいて，生きているときは道連れになっ
てくれ，死後は魂を天国へ連れて行ってくれるのよ。」私は納得したわけではなかったけど，天使が戦死
者を天国に連れて行ってくれるということを考えるととてもうれしかった。撃ち殺され，ずたずたにされ
た馬も，天使が救ってくれることを思い描いた。
　〔11月2日〕水兵が10月28日キールで反逆した。シェーア提督がドイツ大海艦隊を名誉のためにイギ
リスの眼の前で人とねずみもろとも滅亡させようとしていると考えたので。水兵たちは，最後の瞬間に無
意味な海戦の犠牲になる気は微塵もなかった。うちに帰りたかったのだ。カイザーは大本営に赴いたとい
う。多くの人が，彼が捕虜になる前に兵士たちと同様前線で名誉の戦死を遂げれば，ドイツの名誉は救わ
れると言っている。　〔10月3，4日〕
　〔11月8日〕　どこも革命。多くの兵士が革命の側に移行した。通りでは，ますます多くの兵士が腕を組
み歌いながら歩いている。新広場を急いでいた少尉が彼らに敬礼されなかったので叱責すると，すんでの
ところで殴られるところだった。すっかり青ざめた彼は，兵士の一人に振り落とされた軍帽を自分で拾い
上げなければならなかった。帰宅すると，アンドロフスキが来た。彼は，「新しい戦争がすでに間近に迫っ
ている」と言った。「まず第一に，お偉方が革命を芽のうちに圧殺する。第二に，戦勝国側がわが国に遅
かれ早かれ新しい戦争が不可避となるような講和条件を課する。」私は憤激して「だけど私たちが戦争を
阻止する！」と叫んだ。「どのようにして？　あなたが？」と彼は言った。私は，「そうよ。私は新しいど
んな戦争とも戦うわ。銃をとってではなくとも。私は男ではないから，別の手段で。見てて！」と叫んだ。
〔11月12，13日〕
　〔ll月14日〕　カイザーと皇太子がオランダに亡命したとの報道を読んだ。町では人々が打ちひしがれた
眼をして，互いに恥じているかのようにすれちがっていた。行き会った下士官フリードリヒが休戦条件を
読んだかと私に聞き，びっくりして「悪いの？」と聞くと，「悪いどころか！」と言ってくしゃくしゃに
なった新聞を取り出し，「これで血を流すことになる。今度は我々の子供たちの番だ。我々はただの兵士
だけど，我々の頭越しに締結されたのがとても情けない取引だというのが分かるくらいの脳みそはもって
いる。くそいまいましい。まだ終わりではないよ，ピーテお嬢さん」と言った。　〔11月28，29日〕
　〈背後からの一突き伝説〉は，ドイツの敗戦の原因を銃後，とりわけ社会主義者やユダヤ人
の「裏切り」に求めたものであり，その意味では敗戦後にはじめて成立しえたものといえよう。
しかし，最近の研究では，この「伝説」形成の背景をなした「内政面での敵イメージやステレ
オタイプ」がすでに1916／17年以降に成立していたことが重視されている（26）。この点と関連
してエルフリーデの日記で注目されるのは，1914年12月31日の日記に出てくる，リープク
ネヒトやローザ・ルクセンブルクに関する母親の言葉（「連中はドイツを背後から襲う裏切り
者なのよ！」），また，1917年夏の水兵の「反逆」に関するエッラ・グンプレヒトの「ドイツ
の軍事力を掘り崩そうとする「左翼」のうそ」という発言（同年8月3日の日記），そしてと
りわけ，1918年10月末のルーデンドルフ解任の報に接した際の彼女の言葉「銃後のせいよ。
正真正銘の，ヒ首による背後からの一突きだわ！　それも，わが無敵の部隊の背中を！」（同
月29日の日記）であろう。この最後の言葉には，上記伝説の原型が示されているといえよう。
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　ここでは，さらに，平和決議は兵士の戦線の背後を襲うものであるという，トラウプの1917
年7月28日の発言（27），また，エーベルの1918年10月7日付け呼びかけの中の一節「我々は，
わが英雄的な軍の背後を襲う国内の敵に対して身を挺する」㈱を紹介しておこう。彼らはいず
れも，1917年9月，帝国議会多数派の「和解の平和」を目指す「平和決議」に抗議し，「勝利
の平和」を目指して結成されたドイツ祖国党の活動家であり，ここでの「国内の敵」とは，
「国際的，非ドイツ的な目的を擁護する」とされた帝国議会多数派にほかならなかった。他方，
帝国議会多数派の側でも，議員ミュラー＝マイニンゲンによって，1918年11月2日の集会で
次のような発言がなされている。「我々が前線の背後を襲いそれに一ヒ首を突き刺せば，我々は
子々孫々に対し恥じざるをえないこととなろう」，と（29）。
　ドイツ敗戦の前夜，「背後からの一突き伝説」はすでに胚胎していたということができよう。
私は，グンプレヒトの1918年10月29日の言葉を初めて読んだとき，エルフリーデの日記の
原本を探し出し，そこに出版などに際して編集の手がはいっていないかを確かめたいと切に願っ
たが，その願いはまだ果たせていない。しかし，その後の検討の結果，この言葉は当時十分に
ありうるものであったとは考えるにいたっている。
　ところで，「背後からの一突き伝説」の神話を支えたもう一つの神話として，〈ドイツ軍不敗
の神話〉があった。1918年8月，アミアン付近での敗北以降ドイツ軍は「崩壊寸前」（同月20
日の日記）の状況に追い込まれたが，「負かされることなしにすべてを失う」という母親の言
葉（9月10日）や，「わが無敵（siegreich）の部隊の背中」への一突きというグンプレヒトの
言葉（10月29日）には，あくまでドイツ軍の不敗を信じようとする強烈な願望を認めること
ができる。そして，敗戦後，前線からの帰還兵士を迎える過程で，「諸君は打ち負かされるこ
となく帰国した」（政府首脳工一ベルトの歓迎式典での言葉）という方向が軍指導部によって
打ち出され，広められていった。この神話には，「強靭な神経の神話」も貢献したことが指摘
されているが，こうして「ヴェルダンの神話」，「ドイツ軍不敗の神話」，そして「背後からの
一突き伝説」は，相互に複合しつつ，強い影響力を発揮していくこととなるのである（3°）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フtルク　1918年9月2日，ヒンデンブルクが「ドイツの国民と軍」に向けて発した次のような呼び
かけは，こうした神話複合の生成過程の重要な一階梯をなすものであったといえよう。
　敵はドイツとその同盟国を武器だけでは負かせないことを知っている。敵は，わが部隊と
わが国民に固有の精神がわれわれを打ち負かせないものとしていることを知っている。それ
ゆえに敵はドイツの武器に対する戦いとならんでドイツの精神に対する戦いを始めたのであ
る。……諸君が，名前と出自からはドイツ人であってもその本質において敵陣営の一員であ
る者と出会ったなら，その者を諸君から遠ざけ，さげすみ給え（31）。
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　そしてこの「わが部隊とわが国民に固有の精神」には，「8月の体験」と「ランゲマルクの
戦い」の神話もまた深く結びついていたことも，看過し得ないところであろう。
　エルフリーデ・クーアは，これらの諸神話の中心的な担い手となったプロテスタント市民階
級・都市中間層の世界の空気を吸って生き，しかもそれへの違和感をも深めていっただけに，
その大戦日記は，これら諸神話生成の現場に立ち会っているかのような臨場感に満ちている。
そして彼女は，祖母の集いの仲間エッラ・グンプレヒトや母親に体現された，そうした流れに
抗するかのように，戦争の中で死んでいった死者たち一ドイツ軍兵士ばかりではなく，タン
ネンベルクの戦いでのロシア軍兵士のようにドイツの敵側の戦死者たちも一の姿，またその
「よみがえり」の問題にあくまでも固執していったのであった。その中で彼女は，「墓からよみ
がえる兵士」の踊りを構想していくこととなる（1915年12月25日，1917年1月10日の日記）。
第一次世界大戦における「死と再生」の問題にドイツの美術がどのように取り組んだかについ
ては，若干の考察を行ったことがあるが，この日記は大戦における「死と再生」が個人の内面
でどう問題とされていたかの一端をかいみさせてくれるものとして貴重である。そして，ワイ
マル時代のベルリンで彼女が踊ったといわれる「戦争に反対する兵士の踊り」（日記に付され
たHorst　Budjuhnの序文から）は，おそらく大戦中の「墓からよみがえる兵士」の踊りの構
想に連なっていたものと思われる（32）。彼女は，神話化された戦争の記憶に抗して，日記にも刻
み込んだ自らの戦争の記憶を踊りとして表現したのではなかろうか。そこには，日記に書き留
められた〈人間の可能性の記憶〉もまた息づいていたはずである。
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　　　　　　　　　　。Mythisierung　des　Krieges“／
　　　　　　　　　　　”Erinnerung　an　den　Krieg“
anhand　des　Kriegstagebuches　eines　deutschen
　　　　　　　　　　　　　　　　　Madchens　aus　dem　Ersten　Weltkrieg
MIYAKE　Tatsuru
　　　Die。Mythisierung　der　Geschichte“vollzieht　sich，　indem　eine　Seite　der　geschicht－
1ichen　Realitat　betont　oder　Ubertrieben　und　die　andere　Seite　vergessen　oder　unbeachtet
gelassen　wird．　Die　Zeit　seit　dem　Ersten　Weltkrieg　Uber　die　Weimarer　Republik　bis　in　das
Dritte　Reich　hinein　war　voll　von　solchen　Mythisierungen．　Vom。Geist　von　1914“bzw．
dem。Augusterlebnis“angefangen　Uber　die　Schlachtenmythen　von　Tannenberg，　Lange－
marck　und　Verdun　sowie　den　Hindenburg－Kult　bis　hin　zur”DolchstoBlegende“beein－
fluBten　alle　diese　Mythen　mehr　oder　weniger　stark　das　deutsche　Volk，　und　so　wurde　eine
ganze　Reihe　kollektiver　Erinnerungen　an　den　Krieg　in　die　Welt　gebracht．　Vor　allem
spielte　die。DolchstoBlegende“im　Zusammenwirken　Init　dem　Mythos　von　der。Kriegs－
schuldlUge“，　der　wahrend　der　Weimarer　Zeit　geradezu　den　Stellenwert　einer。public
memory“errang，　im　Aufl6sungsprozeB　der　Republik　eine　verhangnisvolle　Rolle．　Die
Mythen　des　Krieges，　kollektive　Erinnerung　gewordene。Erinnerungen　an　den　Krieg“，
waren　also　im　gegenseitigen　Zusammenwirken　von　hoher　Geschichtswirksamkeit　und
fungierten　als　Mythenkomplexe．
　　　Auf　der　anderen　Seite　gab　es　aber　atlch　verschiedene　Versuche，　die”DolchstoBle－
gende“zu　entmythisieren　und　so　zu　entkr註ften．　Dazu　trug，　als　pers6nliche　Erinnerung
mit　der　eindringlichen　Kraft　des　Augenzeugen，　das　Kriegstagebuch　des　katholischen
Matrosen　Richard　Stumpf　viel　bei．
　　　In　dem　Aufsatz　versuche　ich，　den　Fragenkomplex。Mythisierung　des　Krieges“
und／oder”Erinnerung　an　den　Krieg“anhand　des　Kriegstagebuches　eines　deutschen
Madchens（Jo　Mihaly［i．e．　Elfriede　Kuhr］，．．．da　g伽むein　VViedersehn！）sowie　einiger
Bilder　aus　der　damaligen　Zeit　konkreter　zu　betrachten．　Dabei　werden　nicht　nur　die
obengenannten　Kriegsmythen　in　Erwagnung　gezogen，　sondern　auch　die　Mythen　vom
。inneren　Feind“und　dem。Mittelstand“im　Ersten　Weltkrieg　berUcksichtigt．　Hervor－
gehoben　wird　die　Bedeutung　des　Kriegstagebuches　nicht　nur　als　eine　gegen　die
Umdeutung　und　das　Vergessen　der　Wirklichkeit　wirksame　Erinnerung，　sondern　auch　als
eine，　die　das　menschliche　Verm6gen　zu　EinfUhlung　und　Widerstand　hervortreten　laBt．
Keywords：Mythisierung　des　Krieges，　Erinnerung　an　den　Krleg，　Erster　Weltkrieg，
　　　　　　　　DolchstoBlegende，　Kriegstagebuch
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